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ロ接合型 (PNJ)太陽電池を例にして Figure1 (左)に示した。
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できた。したがって両者が
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Figure 7 MDMO-PPV/PCBMブレンド膜の過渡吸収スペクトノレの再現(太実線): 
左)5 wt% PCBM，右)68 wt% PCBMo 0が観測データであり、実線はMDMO-PPV
ポーラロン、破線がPCBMアニオン、点線が PCBMカチオンを表す。
アニオンの吸収(破線)の和(太実線)により実験結果 (0)を再現することができ
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